






































































































































































無料動画音楽配信「YouTube」を 255 名中 213 名（84%）が利用している。急増してい
る「Apple	Music」「Spotify」などの有料定額音楽配信サービスについては、いまだ 80 名
（30％）にとどまっている。なお有料音楽配信利用者の 95% が無料動画配信「YouTube」
を併用している。特記すべきは CD 利用は 90 名（35%）でいまだかなりの利用率である
ことが明らかになった。CD 利用者の 95％が YouTube を、70％が「Apple	Music」など
の有料音楽配信併用している。またフェスやライブで生演奏を聴くのは 72 名（28%）も
いることも判明した。彼らの 85% が YouTube、40% が有料音楽配信を利用している。音
楽をテレビやラジオの利用率はかなり低い。
　調査した学生たちは音楽聴取するのに主に YouTube を利用し、合わせて CD、有料音
楽配信、そしてフェスやライブで音楽を楽しんでいることが明らかになった。
問４．「2018 年度に CD やレコードを何枚購入しましたか？」
《CD 年間購入枚数》	有効回答者数：242 名
０枚：	 134 名	 （55%）
１枚：	 11 名	 （５%）
２枚：	 21 名	 （９%）
３枚：	 ９名	 （４%）
４枚：	 11 名	 （５%）







10 枚：	 16 名	 （７%）
12 枚：	 １名	（0.4%）
13 枚：	 １名	（0.4%）
15 枚：	 ３名	 （１%）




























































０回：	 201 名	 （84%）
１回：	 14 名	 （５%）








０回：	 123 名	 （52%）
１回：	 36 名	 （15%）
２回：	 21 名	 （９%）
３回：	 ８名	 （３%）






10 回：	 ２名	 （２%）
11 回：	 １名	（0.4%）
12 回：	 ２名	 （２%）
13 回：	 １名	（0.4%）













問９．「2018 年度、どんな分野の FES や LIVE に参加しましたか？（複数回答可）」
＊	複数回答可のためパーセントは回答者 255 名における割合
（１）	一度も参加していない：109 名（43%）
（２）	J-POP：	 81 名	 （32%）
（３）	ROCK：	 37 名	 （15%）
（４）	K-POP：	 13 名	 （５%）
















































































【日本レコード協会調査：2017 年度レコード 1739 億円と音楽配信 573 億円】
　一般社団法人日本レコード協会「日本のレコード産業 2018」によれば、2017 年度のレコー
ドは数量で１億 5437 万枚（前年比 96％）、金額で 1739 億円（前年比 94%）　。音楽配信
は売上で 573 億円（前年比 108%）となり４年連続のプラス成長となっている。その内訳
はダウンロード１億 1087 万回（前年比 96%）、売上額は 271 億円（前年比 99%）で前年
を下回った。他方、ストリーミングは 263 億円。音楽配信シェアはダウンロード 47%	、
ストリーミング 46% であった。
　なお日本レコード協会からの公表によれば、最新 2018 年の国内音楽市場規模（音楽ソ
フトと音楽配信の売り上げ合計）は３年ぶりに前年実績を５% 上回り 3048 億円となった。
なかでも音楽配信の売上高は前年度比 13％増の約 645 億円に急増した。内訳は音楽デー
タを受信しながら再生するストリーミングの売り上げ高が前年比 33% 増の 349 億円、ダ
ウンロードが 256 億円となり、ストリーミングの売り上げが初めてダウンロードの売り上
げ高を上回った。音楽配信の広告収入も前年の４倍近くに伸びた。




模は、統計調査を始めた 2000	年以降最高の 5,151 億円（前年比 102.7%）。その内訳は音楽












【コンサートプロモーターズ協会調査：公演数 31,674 回、動員数 4779 万人、売上 3324 億円】
　また、コンサートプロモーターズ協会（ACP）が正会員 67 社を対象に行った調査を
まとめ 2018 年発表した「年別基礎調査報告書	平成 29	年度」によれば、総公演回数は
31,674	回（前年比プラス 1,812 本、106.1%）、その増加内訳はホールがプラス 66	本、ライ
ブハウスがプラス 2,172 本であり前年比で見る限りライブハウスでの公演回数が急激に増
加していることがわかる。また総動員数は 4779 万 3539 人（前年比プラス 10 万 5779 人、
100.2% 増）、総売上高は 3324 億 4846 万円（前年比プラス 223 億 7016 万円、107.2%）で
あり、チケット平均価格は上昇傾向にあった。なお国内アーティストの公演回数は前年
比 106.3%、動員数は 99.8% であった。他方海外アーティストの公演回数は前年比 103.2%、
動員数は 103.1% で推移した。





















	 （レコード生産数）	 （レコード生産額）	 （CD 生産数）	 （CD 生産額）
2008 年	 24800 万枚	 2961 億円	 20400 万枚	 2913 億円
2009 年	 21400 万枚	 2496 億円	 21000 万枚	 2460 億円
2010 年	 21000 万枚	 2250 億円	 20700 万枚	 2220 億円
2011 年	 20000 万枚	 2117	億円	 19700 万枚	 2085 億円
2012 年	 21800 万枚	 2277	億円	 21500 万枚	 2246 億円
2013 年	 19100 万枚	 1985	億円	 18900 万枚	 1962 億円
2014 年	 17200 万枚	 1864	億円	 17000 万枚	 1841 億円
2015 年	 17000 万枚	 1826	億円	 16800 万枚	 1801 億円
2016 年	 16100 万枚	 1777	億円	 15900 万枚	 1749 億円
2017 年	 15400	万枚	 1739	億円	 15200 万枚	 1707 億円
【日本レコード協会調査：音楽配信サービスの推移】
＊出典：一般社団法人日本レコード協会「日本のレコード産業 2018」
	 （音楽配信数量）	 （音楽配信総額）	 （うち有料音楽配信額）
2013 年	 21600 万回	 417 億円	  31 億円
2014 年	 19700 万回	 437 億円	  79 億円
2015 年	 17800 万回	 471 億円	 124 億円
2016 年	 15900 万回	 529 億円	 200 億円




	 （公演回数）	 （観客動員数）	 （市場規模）
2008 年	 47,668 回	 2,476 万人	 1,525 億円
2009 年	 48,188 回	 2,476 万人	 1,543 億円
2010 年	 49,081 回	 2,546 万人	 1,600 億円
2011 年	 47,256 回	 2,630 万人	 1,634 億円
―	20	―
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2012 年	 49,315 回	 2,976 万人	 1,916 億円
2013 年	 50,710 回	 3,634 万人	 2,471 億円
2014 年	 54,394 回	 3,570 万人	 2,721 億円
2015 年	 56,042 回	 4,486 万人	 3,405 億円
2016 年	 63,667 回	 4,305 万人	 3,372 億円
2017 年	 60,667 回	 4,620 万人	 3,466 億円
【日本レコード協会調査：定額制音楽配信の利用率・利用意向について】
＊	出典：日本レコード協会「音楽メディアユーザー実態調査（公開版）」2018 年４月
＊ 2016 年度（n=2,216）、2017 年度（n=1,952）　調査対象は全世代。
　	有料定額制音楽配信への利用率・利用意向について以下のような調査結果が明らにされ
た。全国の全世代対象の調査であり、若者の動向とはかなり乖離したと思われる調査結
果であるものの 2016 年度に比べ 2017 年度の利用意向は上昇している。
	 （既に利用している）	 （是非利用したいと思う）	 （利用したいと思う）
2016 年度	 0,6%	 2.2%	 9.0%




＊ 2016 年度（n=1,530）、2017 年度（n=1,441）
	 （2016 年度）	 （2017 年度）
YouTube	 54,4%	 61,6%
CD	 50,6%	 54,6%
音楽 CD コピー楽曲ファイル	 36,4%	 38,7%
ダウンロード型有料音楽配信	 13,9%	 19,6%
定額制音楽配信	 5,6%	 10,4%
単独アーティスト LIVE	 17,3%	 16,5%















	 有料聴取層	 無料聴取層	 無料聴取層	 無関心層
	 	 	 （既知楽曲のみ）
2016 年	 47,6%	 27,5%	 11,4%	 13,4%
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